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経済性計算

A3p21147 元藤ひとみ

経済性の分析

1年間

経営

損益
計算書
（P/L）

貸借
対照表
（B/S）

収益と費用の関係を知ることができる

負債や資産の
バランスを

知ることができる

経営状態を説明する時の基本になる情報 経済性の分析（評価）

経済性の分析

経済性分析とは？ ・・・

A

C
B

複数の代替案

固定費

変動費

どの案が経済的か、
費用を二つの種類に分けて考える。

どれだけ使っても変化しない費用
（リース代など）

使用量に応じて変化する費用
（材料費など）

経済性の分析

コンビニで1枚10円の

コピー機を利用する

ケースA

コピー機のリース
月額3万円+一枚2円

ケースB

何枚印刷したかによって費用が変わるので、
どれくらい刷ればどれくらいかかるのかを調べる。

代替案/コピー回数 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 5500

コンビニ利用コスト 5000 10000 15000 20000 25000 30000 35000 40000 45000 50000 55000
リース機利用コスト 31000 32000 33000 34000 35000 36000 37000 38000 39000 40000 41000

経済性の分析

費用
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優劣分岐点

枚数が優劣分岐点
を越えていれば、
リース機を利用

した方が安く済む。

経済性の分析

ソルバーを使った分岐点の算出・・・
コンビニコピー代（回/円） 10
リース機コピー代（回/円） 2

リース料（月/円） 30000

コピー回数 10
コンビニ利用コスト 100
リース機利用コスト 30020

優劣の差 -29920
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経済性の分析

損益分岐点の計算のしかた ・・・

売上げ原価＝（売上高）*（変動比率）

限界利益＝（売上高）－（変動費）

総費用＝（変動費）+（固定費）

変動費＝（売上原価）

固定費＝（販売費）+（一般管理費）

経常利益＝（限界利益）-（固定費）

変動比率＝65%

販売費+一般管理費

＝1億*0.65

経済性の分析

売上高 0 100 200 300 400 500 600 700

売上原価
（変動費） 0 65 130 195 260 325 390 455
限界利益 0 35 70 105 140 175 210 245
販売費など
（固定費） 157.5 157.5 157.5 157.5 157.5 157.5 157.5 157.5
総費用 157.5 222.5 287.5 352.5 417.5 482.5 547.5 612.5

経常損益 -157.5 -122.5 -87.5 -52.5 -17.5 17.5 52.5 87.5

変動比率 0.65
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